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現在公開中のコンテンツ
http://kotenseki.nijl.ac.jp/

• 画像 約60,000点（約9,000,000コマ）
• 書誌 約580,000点
• タグ 約14,000コマ（約100,000個）
• 全文テキスト 5点

（6月末時点）
※コマ：見開き画像（版本の場合）

画像・書誌の一部・タグ ⇒ IIIF による公開
・Image API
・Presentation API

http://kotenseki.nijl.ac.jp/










DBの背景と目標
• 背景

「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」
（歴史的典籍NW事業）
平成26年度～平成35年度
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

期待される成果の例
・諸分野にわたる学術研究の深化と新展開
・異分野との融合研究への展開
・歴史的典籍の画像データ化による、文化財危機への対応

http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/


背景と目標
• 目標

・古典籍 30 万点のデジタル化・保存
・関係資料を含めて公開

・一般の方々
・様々な分野の研究者
・他の様々な機関

新たな知
新たな研究
新たな連携



IIIFの採用
まず必要だと思えること

・画像データ・メタデータを安定的に
提供し続けること

・利用しやすい形で提供すること

⇒ IIIF



IIIFの採用
採用の理由の例

・International / Interoperability
・海外 / 国内の主要な機関

・仕様がある程度定まっている
・分散しやすい
・OSSの活用

etc....



IIIFを採用してみて

・データ連携
タグ付けツール
スケッチ検索

・今後？







IIIFを採用してみて

・今後？
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